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2006～2007 年における国内の飼い主放棄犬での
Erysipelothrix 属菌に対する抗体調査
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要     約

起因菌の分類学的研究に基づき，Erysipelothrix tonsillarum は，犬の細菌性心内膜炎の起因菌のひとつであること
が報告されている．そこで，本病の犬における最近の浸潤状況を把握する目的で，2006～2007年に兵庫県動物愛護セ
ンターに持ち込まれた飼い主放棄犬の血清166検体について，本菌属に対する生菌発育凝集（GA）抗体価を測定した．
その結果，2006年106例のうち7例（6.6％），2007年60例のうち7例（11.7％）でGA抗体価が16倍以上の陽性であ
り，うち1例（2006年）は128倍と高い抗体価を示した．過去の1999年度での同様な調査成績に比べて，今回の調査
での抗体陽性率は上昇傾向にあり，家庭犬にも低率ではあるが，E. tonsillarum 感染個体が存在している可能性が示唆
された．―キーワード：犬，Erysipelothrix，生菌発育凝集抗体価．
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